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   「答李詡第二書」 
脩白、前辱示書及性詮三篇、見吾子好学善辯、而文能盡其意之詳。今世之言性者多矣。……… 
 
   「與荊南楽秀才書」 
脩頓首白秀才足下。前者舟行往来、屡辱見過。又辱以所業一編先之、啓事及門而賛。……… 
 








   「挙曾鞏論氏族書」 
脩白貶所僻遠、不與人通、辱遣専人恵書、甚勤、豈勝媿也。示及見託撰次碑文事。……… 
 































































































  （『歐陽文忠公集』）「又（與劉侍讀）」其二十六 
某集録前古遺文、往往得人之難得、自三代以来、莫不皆有。獨無前漢時字、毎以爲恨。 
 
  （新発見書簡）四十二「與劉侍讀」 見履常齋石刻 
脩所集録前古遺蹟、自三代以來、往往有之、獨無前漢時字、常以爲恨。 






































   五、おわりに                                                             
  南宋の沈作喆『寓簡』巻八の次のように記述する。 
 
歐陽公晩年、嘗自竄定平生所為文、用思甚苦。其夫人止之曰、何自苦如此。當畏先生嗔耶。公
笑曰、不畏先生嗔、却怕後生笑。 
 
 歐陽脩は死ぬ直前まで自己の詩文集『居士集』五十巻を編纂し、文章の修改や作品の確定を行って
宋代の自然観 
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いた。それを見かねた夫人が、どうしてそのように苦しんでまで編纂をしているのかと尋ねたところ、
後世の物笑いにならぬようにと歐陽脩は答えた。このように自分の作を後世にしっかりと伝えること
を意識して編纂した『居士集』に、歐陽脩は書簡のうち「文史を論じ、古事を問ふ」内容が表れた作
を収録しようとし、自らの多くの書簡の中から代表作を選りすぐったと考えられる。更に、それらの
書簡に自らの意見や見解が明確に表われるように内容や表現に修正を施したのではないだろうか。意
見や見解が表れた代表作に仕上げるためには、歐陽脩は自らの議論とは無関係な季節や気候等の記載
はもはや不要なものと見なして削除したと考えられる。『居士集』に収録された書簡は、分類は書簡
ではあるが、歐陽脩の意識の中では、日常の些細な個人的出来事を述べた書簡と言うよりも、後世に
残すべき自己の見解や意見を表出した代表的「作品」だったのである。 
 
